学んで遊べる台湾のアミュージュメントパーク

日本と同じく40度近い高温の日々が続いた今週の台湾。あまりの暑さに外に出ることを控える人も多く、エアコンが欠かせない毎日だ。ドリンクスタンドやかき氷店など、冷たい食べ物を提供する店は連日大盛況だ。
　台湾は現在夏休みシーズンまっさかり、今回のブログでは真夏の暑さの中でも多くの観光客で賑わう人気スポットを紹介しよう。

　画像１
華やかな台湾原住民のショーは必見

この写真を見てどこのスポットか分かった人はかなりの台湾通と言えるだろう。
南投県魚池郷にある九族文化村(ジョウズゥウェンファツン)では台湾の歴史を語る上で欠かすことができない台湾先住民について、ショーや体験コーナーを通して楽しく学ぶ事ができるアミューズメント施設だ。

（台湾では先住民の事を「原住民(ユェンジューミン)」と呼ぶのであえて原住民という言葉を使おうと思う。）

画像２
勇ましい原住民の姿を間近で見ることができる

九族文化村には排灣族や阿美族、卑南族など、台湾原住民の暮らしや文化を体験できる台湾原住民エリアがあり、住居や儀式、伝統工芸を作る様子など彼らのリアルな生活を見学する事ができる。それぞれの民族の衣装を着て記念撮影ができるコーナーもあり、SNS映えする写真が撮れること間違いなし。


九族文化博物館では台湾原住民を語るには欠かせない貴重な文化遺産の数々が展示されている。原住民による織物や竹細工、彫刻など、ひとつひとつ繊細に作られた作品が展示されており、台湾原住民の技術力の高さを知る事ができる。

画像３
日本ではなかなか見られない台湾ならではの桜も

また台湾の自然を大いに楽しむことができ、春には櫻花大道で日本とは違った濃いピンクの桜並木を歩くことができる。

原住民の文化が学べる以外には遊園地としても楽しめるのがこの施設だ。

阿拉丁廣場(アラジン広場)ではアラジンの夢の世界をテーマに
メリーゴーランドや海賊船、ジュラ紀探検感など、親子で楽しめるアミューズメントが目白押しだ。

画像４
絶叫マシーンも数多く、来る人を飽きさせない

画像５
有名な観光地 日月潭に続くロープウェイもある

学びも遊びもどちらも体験する事ができ、１日だけでは巡り切れないほど、ぜひ近くのホテルを予約して思う存分に楽しむのもお勧めだ。

台湾旅行を計画している人はぜひプランに入れてみてはいかが？

九族文化村
南投県魚池郷大林村金天巷45号
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